
昭和50年度 第4回世論調査「富士市に住んで私はこう思う」に
ついて 

調査の目的 

本調査は、「日常のくらし」について、市民の意識・評価・要望などを把握し、基礎資料とすることを
目的とした。 

調査の概要 

     
1. 調査地域  富士市全域  
2. 調査対象者 市内在住の満20歳以上の男女  
3. 標本数   1,326人       
4. 抽出方法  選挙人名簿から等間隔無作為抽出       
5. 調査方法  郵送調査  
6. 調査期間  昭和50年10月13日～10月25日  

回収結果 

    
1. 発送数   1,326人（100.0％）  
2. 回収数    586人（ 44.2％）  

集計表 

問１（ア）あなたは富士市に住んでから何年たちますか。  

問1（イ） 今の富士市は「住みよいまち」だと思いますか。  

番号 選択肢 パーセント

(1) 3年未満 7.0

(2) 3年～5年 6.6

(3) 5年～10年 11.1

(4) 10年～15年 9.6

(5) 15年～20年 6.3

(6) 20年以上 59.4

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 非常に住みよい 3.2

(2) まあ住みよい 39.9

(3) 余り住みよくない 34.3

(4) 住みにくい 8.9

(5) 一概にいえない 12.8

(6) わからない 0.9



問1(イ-１） 「あまり住みよくない」「住みにくい」と答えた方に伺います。その理由は次のうちどれで
すか。  

問2 市が行なっている仕事であなたが特に力をいれてほしいと思うことはなんですか。次のなか
から３つ選んでください。  

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 騒音、排気ガス、大気汚染などの公害に悩まされている 24.4

(2) 住宅事情が悪い 3.2

(3) 物価が高い 17.8

(4) 公園・緑地が少ない 10.0

(5) 子どものための教育環境が悪い 4.1

(6) 交通事故やその他の危険が多い 7.0

(7) 商売・仕事の関係上 0.8

(8) 都市整備（道路・下水道など）が遅れている 12.4

(9) 災害（火災・風水害など）の心配がある 2.4

(10) 買い物や交通の便が悪い 9.0

(11) 保健、医療施設に恵まれていない 7.5

(12) その他 1.4

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 道路の整備・舗装 5.3

(2) 都市計画事業（区画整理・市街地開発） 3.1

(3) 下水道の整備 8.2

(4) し尿・ごみ処理をよくする 2.7

(5) 蚊やハエをなくす 4.0

(6) 安い価格の住宅・宅地の供給 5.9

(7) 公園や子供の遊び場をふやす 7.1

(8) 物価を安定させる対策 13.9

(9) 農林・漁業の振興を図る 1.1

(10) 商工業の振興や観光開発に力を入れる 1.6

(11) 公害対策（大気汚染・汚水・悪臭など） 16.0

(12) 病院などの医療施設の充実 12.1

(13) 交通安全施設の整備 3.0

(14) 火災・風水害などの防災対策 1.7

(15) 教育施設の充実 5.3

(16) 社会教育活動に力を入れる 1.6

(17) スポーツ施設の充実 3.3

(18) 社会福祉の充実（生活保護・心身障害者など） 3.9



問3(ア) あなたは、市役所の仕事を主に何によって知りますか。次のなかから１つ選んでください。

問3(イ) 現在の富士市政は住民の意見を十分に反映していると思いますか。  

問3(イ-１) 「あまり反映していない」「全然反映していない」と答えた方に伺います。反映しなくても
よいとお考えですか。それとも反映しなければ困るとお考えですか。  

問3(ウ) 市が市民の意見や要望を市政に反映させるために、今後どのようなことをしたらよいと思
いますか。次のなかからあなたのお考えに近いことをあげてください。  

(19) その他 0.2

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 広報ふじ（おしらせ広報） 83.3

(2) 広報無線 4.8

(3) ダイヤル市政案内 0.3

(4) 議員や市の職員 2.1

(5) 会合 1.1

(6) 新聞記事 7.3

(7) その他 1.1

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 十分に反映している 7.8

(2) すこし反映している 40.5

(3) あまり反映していない 30.7

(4) 全然反映していない 3.4

(5) わからない 17.6

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 反映しなくてもよい 0.5

(2) 反映しなければ困る 92.5

(3) 回答なし 7.0

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 市政座談会 14.3

(2) 移動市民相談 7.7

(3) 世論調査やアンケートを多くやる 16.9

(4) 市民相談室を強化する 7.5

(5) 「市長への手紙」を出す 2.5



問4(ア) 富士市では快適な都市づくりを進めるために「シビルミニマム」を設定することになりまし
た。あなたは「シビルミニマム」について知っていますか。  

問4(イ) あなたは富士市が将来どのような都市になったらよいとお考えですか。次のうちからあな
たのお考えに近いものを１つ選んでください。  

(6) 市民の声を広報紙に掲載する 16.8

(7) 市政モニター制度を充実する 7.6

(8) 納涼相談の実施 1.2

(9) 市民との対話・集会などを積極的にやる 17.6

(10) 提案週間などを設けて意見をきく 7.0

(11) その他 0.9

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) よく知っている 7.0

(2) 名前ぐらい知っている 23.0

(3) 知らない 70.0

  計 100

番号 選択肢 パーセント

(1) 工業をもっと発展させた都市 17.4

(2) 商業活動の盛んな都市 11.1

(3) 静かで環境のよい住宅都市 36.0

(4) 文化や教育の盛んな文教都市 23.0

(5) 富士山や愛鷹山などを生かした観光都市 9.4

(6) その他 3.1

  計 100


